
こ
れ

ま
で
の

地
方

分
権

改
革

の
取

組
に
つ
い
て
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地
方

分
権

の
歩

み

■
第
１
次
分
権
改
革
(
H
5
～
1
1
)

【
主

な
取

組
】
機

関
委

任
事

務
制

度
の

廃
止

、
国

の
関

与
等

の
見

直
し
、
必

置
規

制
の

見
直

し
等

→
国

と
地

方
が

分
担

す
べ

き
役

割
の

明
確

化

■
三
位
一
体
改
革
(
H
1
4
～
1
7
)

【
主

な
成

果
】
国

庫
補

助
負

担
金

改
革

、
所

得
税

か
ら
個

人
住

民
税

へ
の

税
源

移
譲

、
地

方
交

付
税

及
び
臨

時
財

政
対

策
債

の
総

額
の

抑
制

■
第
２
次
分
権
改
革
(
H
1
8
～
)

・
地
方
分
権
改
革
推
進
法
成
立
（
H
1
8
第
１
次
安
倍
内
閣
）

→
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
発
足
（
委
員
長
：
丹
羽
宇
一
郎
）

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
勧
告

第
１
次
（
H
2
0
福

田
内

閣
）
：
重

点
行
政
分
野
の
見
直
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲

等
第

２
次
（
H
2
0
麻

生
内

閣
）
：
出

先
機

関
改
革
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し

等
第
３
次
（
H
2
1
鳩
山
内
閣
）
：
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
の
重
点
事
項
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
法
制
化

等
第

４
次
（
H
2
1
鳩

山
内

閣
）
：
地

方
税

財
政

等

上
記
勧
告
を
受
け
て
、
民
主
党
政
権
下
に
お
い
て
、
第
１
次
一
括
法
（
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
等
）
、
国
と
地
方
の
協
議

の
場
法
、
第
２
次
一
括
法
（
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
等
）
が
成
立
。

第
２
次
安
倍
政
権
に
お
い
て
、
新
３
次
一
括
法
案
（
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
、
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
等
）
を
閣
議

決
定

（
H
2
5
.4
.1
2
）
。

平
成

５
年

の
衆

参
両

院
の

「
地

方
分

権
の

推
進

に
関

す
る
決

議
」
以

降
、
第

１
次

分
権

改
革

、
三

位
一

体
改

革
を
経

て
、
第

２
次

分
権

改
革

へ
。

第
２
次

分
権

改
革

で
は

、
第

１
次

安
倍

内
閣

で
設

置
さ
れ

た
地

方
分

権
改

革
推

進
委

員
会

の
勧

告
を
受

け
、
国

と
地

方
の

協
議

の
場

の
法

制
化

、
義

務
付

け
・
枠

付
け
の

見
直

し
等

に
つ
い
て
、
順

次
具

体
化

が
進

め
ら
れ

て
い
る
。



地
方

分
権

改
革

の
各

課
題

と
地

方
分

権
改

革
推

進
委

員
会

の
勧

告
と
の

関
係

現
在

の
地

方
分

権
改

革
は

、
基

本
的

に
、

第
１

次
安

倍
内

閣
で

設
置

さ
れ

た
地

方
分

権
改

革
推

進
委

員
会

の
勧

告
に

由
来

す
る

も
の

。

１
国

と
地

方
の

協
議

の
場

の
運

営
国

と
地

方
の

協
議

の
場

に
関

す
る

法
律

(
H
2
3
.
5
.
2
公

布
)
に

よ
り

法
制

化
⇒

同
法
に
基
づ
き
引
き
続
き
運
営
。

２
義

務
付

け
・

枠
付

け
の

見
直

し
第
１
次
見
直
し

⇒
第
１
次
一
括
法
(
H
2
3
.
5
.
2
公
布
)

第
２
次
見
直
し

⇒
第
２
次
一
括
法
(
H
2
3
.
8
.
3
0
公
布
)

第
３
次
見
直
し

⇒
旧
第
３
次
一
括
法
案
（
解
散
に
伴
い
廃
案
）

第
４
次
見
直
し
(
H
2
5
.
3
.
1
2
閣
議
決
定
)

３
都

道
府

県
か

ら
基

礎
自

治
体

へ
の

権
限

移
譲

第
２
次
見

直
し

⇒
第
２
次
一
括
法
(
H
2
3
.
8
.
3
0
公
布
)

第
４
次
見

直
し
(
H
2
5
.
3
.
1
2
閣
議
決
定
)

４
国

か
ら

地
方

へ
の

事
務

・
権

限
移

譲
国

か
ら

地
方

へ
の

事
務

・
権

限
の

移
譲

等
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

の
経

緯
や
地
方
の
声
等
も
踏
ま
え
検
討
。

地 方 分 権 改 革 推 進 委 員 会 （ 委 員 長 ： 丹 羽 宇 一 郎 ）

Ｈ 19 ・ ４ ・ １ ～ Ｈ 22 ・ ３ ・ 31

新
３

次
一

括
法

案
と
し

て
閣

議
決

定
(
H2
5
.
4
.1

2
)

⇒
国

会
提
出

第
１
次
勧
告
(H
20
.5
.2
8)

第
３
次
勧
告
(H
21
.1
0.
7)

第
２
次
勧
告
(H
20
.1
2.
8)

第
３
次
勧
告
(H
21
.1
0.
7)

第
１
次
勧
告
(H
20
.5
.2
8)

第
２
次
勧
告
(H
20
.1
2.
8)

２
次
勧
告
の
う
ち
重
点
事
項



地
方

分
権

に
係

る
有

識
者

会
議

及
び
推

進
体

制
第

２
次

安
倍

内
閣

で
は

、
３
月

８
日

に
地

方
分

権
改

革
推

進
本

部
を
立

ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
地

方
分

権
改

革
担

当
大

臣
の

下
に
本

有
識

者
会

議
を
設

置
。



義
務

付
け
・
枠

付
け
の

見
直

し

■
経

緯
H
20
.1
2.
8

第
２
次

勧
告

：
見

直
し
対

象
の

事
務

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
見

直
し
の

考
え
方

等
を
提

示
。

H
21
.1
0.
7

第
３
次

勧
告

：
①

施
設

公
物

の
設

置
管

理
基

準
、
②

協
議

、
同

意
、
認

可
等

の
国

の
関

与
、
③

計
画

策
定

の
３
分

野
に
つ
い
て
具

体
の

見
直

し
措

置
を
勧

告
。

H
23
.4

第
１
次

一
括

法
成

立
H
23
.8

第
２
次

一
括

法
成

立
H
24
.3

第
３
次

一
括

法
案

国
会

提
出

⇒
衆

議
院

解
散

に
伴

い
廃

案
H
25
.3
 
第

４
次

見
直

し
（
閣

議
決

定
）

H
25
.4

新
３
次

一
括

法
案

閣
議

決
定

■
新

第
３
次

一
括

法
案

の
具

体
例

（
第

３
次

見
直

し
関

係
）

・
通

知
・
届

出
・
報

告
、
公

示
・
公

告
等

の
見

直
し

・
職

員
等

の
資

格
・
定

数
等

の
見

直
し

（
第

４
次

見
直

し
関

係
）

・
地

方
青

少
年

問
題

協
議

会
の

委
員

資
格

要
件

の
廃

止
・

高
度

管
理

医
療

機
器

（
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
等

）
販

売
業

の
許

可
権

限
を
、

都
道

府
県

か
ら
保

健
所

設
置

市
に
移

譲

国
の

法
令

に
よ
る
義

務
付

け
・
枠

付
け
の

見
直

し
に
つ
い
て
は

、
こ
れ

ま
で
第

１
次

・
第

２
次

の
一

括
法

が
成

立
し
、
独

自
の

基
準

を
定

め
た
特

色
あ
る
条

例
の

制
定

が
進

ん
で
い
る
。

廃
案

と
な
っ
た
第

３
次

一
括

法
案

に
盛

り
込

ま
れ

た
事

項
と
地

方
か

ら
の

提
案

を
受

け
た
第

４
次

の
見

直
し
に
係

る
事

項
と
を
併

せ
て
、
新

３
次

一
括

法
案

を
提

出
。 保
育
所
に
つ
い
て
、
ほ
ふ
く
室
の
面
積
３
．
３

㎡
以

上
（
国

）
⇒

待
機
児
童
が
い
る
区
域

は
１
．
６
５
㎡

以
上

に
（
大

阪
市

）

道
路

の
勾

配
に
つ
い
て
、
最

大
１
２
％

（
国

）
⇒

最
大

１
７
％

に
（
長

崎
市

）

車
道
幅
員
に
つ
い
て
、
７
．
５
ｍ
以
上
（
国
）

⇒
津

波
避

難
経

路
の

場
合

８
．
０
ｍ
以

上
に
（
宮

城
県

）

独
自
の
基
準
を
定
め
た
条
例
の
事
例



義
務

付
け
・
枠

付
け
の

見
直

し
状

況

３
つ
の
重
点
事
項

88
9条

項

特
に
問
題
の
あ
る

(a
)施

設
・
公

物
設

置
管

理
の

基
準

(b
)協

議
、
同

意
、
許

可
・
認

可
・
承

認
(c

)計
画

等
の

策
定

及
び
そ
の

手
続

を
重

点
事

項
と
し
、
そ
の

具
体

的
な
見

直
し
内

容
を
勧

告

義
務

付
け
・
枠

付
け
の

見
直

し
を
行

う
対

象
4,
07
6条

項

○
第

２
次
勧
告

(
H
2
0
.
1
2
.
8
）

性
質

上
、

義
務

付
け

を
残

す
べ

き
も

の
（
国
民
の
生
命
等
へ
の
危
険
に
対
す
る
保
護
等
）

○
第
３
次
勧
告

（
H
2
1
.
1
0
.
7
）

３
つ
の
重
点
事
項
以
外
の

見
直
し
対
象
条
項

○
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画

第
１
次
一
括
法
等

（
H
2
3
.
4
.
2
8
)

○
地
域
主
権
戦
略
大
綱

第
２
次
一
括
法
等

（
H
2
3
.
8
.
2
6
）

10
,0

57
条

項

1,
21

6条
項

○
第
３
次
見
直
し

第
３
次
一
括
法
案

（
H
2
4
.
3
.
9
閣
議
決
定
）

⇒
衆
議
院
解
散
に

伴
い
廃
案

○
第
４
次
見
直
し

⇒
H
2
5
.
3
.
1
2
閣

議
決
定

残
す
べ

き
も
の

1,
21

2条
項

2,
86

0条
項

重
点

事
項

3
6
3
条

項

新
た
な
重
点
事
項
と
し
て

①
地
方
か
ら
の
提
言
等
に
係
る
事
項

②
通

知
・
届

出
・
報

告
、
公

示
・
公

告
等

③
職

員
等

の
資

格
・
定

数
等

の
３
つ
を
設

定
し
て
、
見

直
し

残
さ
れ
た

事
項

1,
64

8条
項

地
方
要
望

10
6条

項

そ
の

他
53
0条

項

実
施
63
6条

項

実
施

2
9
1
条
項

地
方

か
ら
の

提
案

を
受

け
て
見

直
し

合
わ
せ
て

新
３
次

一
括

法
案

と
し
て
閣
議
決
定



国
か

ら
地

方
へ

の
事

務
・
権

限
移

譲
等

■
経

緯
H
19
.5

経
済

財
政

諮
問

会
議

が
地

方
に
移

譲
可

能
か

ど
う
か

な
ど
の

観
点

か
ら
、
国

の
出

先
機

関
の

事
務

の
分

類
等

を
提

案
。

H
20
.1
2

第
２
次

勧
告

：
国

の
出

先
機

関
の

事
務

・
権

限
（
11

6事
項

）
の

見
直

し
、
組

織
の

見
直

し
等

H
21
.3

出
先

機
関

改
革

の
お
お
む
ね

３
年

間
の

工
程

を
定

め
る
「
出

先
機

関
改

革
に
係

る
工

程
表

」
を
決

定
（
地

方
分

権
改

革
推

進

本
部

）
。

H
21
.7

民
主

党
の
M
an

ife
st
o2

00
9に

お
い
て
、
「
国

の
出

先
機

関
を
原

則
廃

止
す
る
」
と
明

記
。

H
24
.1
1

移
譲

対
象

出
先

機
関

（
経

済
産

業
局

、
地

方
整

備
局

、
地

方
環

境
事

務
所

）
、
移

譲
の

手
続

な
ど
を
定

め
た
法

案
等

を
閣

議
決

定
し
た
が

、
国

会
に
は

提
出

せ
ず
。

H
25
.3

地
方

分
権

改
革

推
進

本
部

に
お
け
る
安

倍
本

部
長

の
指

示
（
抜

粋
）

・
地
方
の
元
気
な
く
し
て
国
の
元
気
は
な
く
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
を
創
る
た
め
、
地
方
分
権
改
革
の
取
組
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
。

・
国
の
法
令
に
よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
を
見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
等
を
進
め
る
。

・
各
閣
僚
は
省
庁
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
率
先
し
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、
所
管
分
野
に
お
け
る
改
革
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

※
詳

細
に
つ
い
て
は

、
議

題
２
で
説

明
。

自
公

政
権

時
代

か
ら
検

討
さ
れ

て
き
た
国

か
ら
地

方
へ

の
事

務
・
権

限
の

移
譲

等
の

課
題

に
つ
い
て
は

、
地

方
の

声
も
伺

い
つ
つ
、
十

分
な
検

討
を
行

っ
た
上

で
、
必

要
な
取

組
を
進

め
る
。




